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【問題の 所在】

　 本シ ンポジウム の企画者は、幼児教育学科に所属し

て い る と共 に、川 村学園女 子 大学の 女性学研究所の 所

員として 活動して いる。女性学研究所の 活動に参加す

る こと をきっ か けとして、幼児教育に お い て はジ ェ ン

ダーが研究の 俎 上 に あげ られ て い な い の で はな いか と

い う こ とか ら、研 究 を 進 め て き た。

　 日 本に おい て ジェ ン ダー
の 概 念が導入 され て き た の

は、1980年 代で あ る。そ の後 1990年 代 以 降、さ まざま

な 学 問領域 に おい て ジ ェ ン ダーは取 り上げられて きて

い る。教育の 世界に お い て も、1990年代半ばか ら盛ん

に研究が行われて きて い る。こ れ らは 学校教育の 中の

「ヒドゥ ン ・カリキュ ラム」 の 問題として取り上げら

れ実践研究も進められて い る。幼稚園をフ ィ
ール ドと

して行われている研究は、 森繁男
［11
らが 1987年に行 っ た

「ジェ ン ダ
ー

の 自明性を構成するか くれたカ リキュ ラ

ム」 を明らか にするア プ ロ
ー

チがみられるが、それ以

降幼 児 教育における ジェ ンダーに 関 する 研 究はあま り

み られないの が現状で ある
a ｝。

　幼児教育 1こお い て ジ ェ ン ダー
研究がすすまない理由

は 何 で あ ろ うか 。 幼 児 教育 に おけ る ジェ ン ダー
の 考え

方 は ど のよ うな も のな の だ ろ うか。そ して そ の 取 り組

み は どの よ うな方向性を考 え て い っ た らよ い の だろ う

か。以上 の こ とが 私たちの 問題意識で ある。

　男 女 共 同 参画 社 会 が多 くの 自 治 体で E われ、行 政 レ

ベ ル ある い は民 間 レベ ル で の 取 り組みも盛んで ある 。

男女共 同参画 社会は、今後も広範囲 に 広が りを月 せ る

で あろ う。そう だとする ならば、ジ ェ ンダーの 考え方

を 1つの 価値観として学生へ 伝えてい くことも重要な

問題であると思う。なぜなら、彼女たちは保育現場で

子どもたちと関わ っ て 行かなければならない からで あ

る。そう考えると、幼児教育とジェ ン ダーにつ いて 考

え て み た場合、保 育現場 に おい て 、 保竜者が どの よう

な恵識を持っ て い る か に よ っ て、子 ど も へ の 援 助 も 異

な っ て くると思われる。また、その 保育者を養成する

大学等におい て も同様の 課題とな っ て くるで あろ う。

その 必要性につ いては考えていくべ きで ある。

【企園の意図】

　私た ちはB 本乳 幼児 教育学会第13回大 会〔2003年11

月 ）に おいて、 「幼児教育に おけ る ジェ ンダーに つ い

て 耆え る」 とい うラ ウン ドテ
ー

ブル を行 っ た。こ こで

は、元 幼 稚園教諭から、ジ ェ ン ダー
の 視 点 か ら自分の

保育 を振 り返 っ て の 報告と、財 政的視 点 か らみ た子 育

て の 課題、幼児教育に お け る ジ ェ ン ダー研 究の 動向、

子 ど もの 育ち と保育 者 の 問 題 性 と、4 人が 話題提供を

行 っ た 。 この ラ ウ ン ドデーブル の 参加 者か ら、保育現

場における保育者の 言粟がけの 問題 、 保育者霞成を担

当 する教員の ジェ ンダー観の 問題 、 教育の 中での ジ ェ

ンダー
視点につ いて 、 な どの 意見が出された 。 そこで

の 討議をふまえて 、

　今回は、2 名が話題 提 供を 行い、幼児教育における

ジ ェ ン ダー
の 問題を 2 つ の 視点に絞 っ て 考え て い きた

い と思う。tつ 目は、幼児教育の 立場か ら幼児 教育 に

お けるジ ェ ン ダー
研究 の 動向につ い て、幼児教育関連

学会の 研 究発表及 び学会誌の 論文内容など か ら、野尻

が報 告 を行 う。次に、女性学、教 育 学 の 立場 か ら、保

育現 場 にお け る ジ ェ ンダー・チ ェ ッ ク ・リス トの 作 成

とその 実施に つ い て 内海崎より報告を行 う 。 指定討論

者 か らは 、 教育 社 会 学 の 立 場 か ら、お 話を して い ただ

く。

幼児教育におけるジ ヱ ンダー研究の動向と課題

　　　　　　　　　　　　　　　　　野尻　裕子

　現状で は幼稚園、保育所におい て保育者と して働く

人の 殆どが女性で あり、これ らの施設が女性の 職場と

して社会的 にも認知 されている。その ような意味で言

え ぱ、看 謹 の 分 野で も同 様の こ とが 考えられるが、看
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護分野においてはその 場に おける権力構造に より幼

児教育現場よりもジェ ン ダー
の 意識化がされやすい

環境 にあると考え る 。 つ まり幼 児教育現場は、目 に見

え る姿 （相手） と して の 男 性が見 え に く く、その こζ
は権 威ζして 男 性存在が働きに くい 職場に なっ てい

る と考えられる。

　乎L幼児を 主 た る 研 究 対 象 と して い る 学 会 （日本保 育

学会
・日 本乳幼 児教 育学会 ・日本発達心理学会 ・日 本

子 ども社会学会）において、1　990ff度か ら2002 年

度まで の 間にジ土ンダ
ー

に関する研究が どの 程度行

われているかを調査 した結果 は 、 乳幼児教育の分野で

’
め研究の 少な さ を物語っ て いる 。 しか しその 研究結果

か らは 、 保育にかか わる 者 の ジェ ンダ ー の 意識化が進
’

んで いな い現状が見て 取れる。幼児期がジェ ンダ
ー

形

成最初期とい う点からみると、保育者が保育意図の 中

にジェ ンダー
観を位置づ けて い く こ とは 重要 な こ と

で あろ う 。　　　
’

　 こ の ような中、日本保育学会で は平成 16年度の 課

題 研 究と して 、 「子 育て や保育に 内包されて きた性 差

別を掘り起 こ すと と も に、性役割に つ い て 問 い 直す」

た め に 「ジ ェ ン ダー
」 を 取 り上 げられ た。保 育現 場 が

ジェ ンダーの 再 生産装置と して機能 して い るとい う

指摘からも、幼児教育分野 に お ける今後 の ジ ェ ン ダ ー

研究の 方向性 を考 え た時、2つ の ポイ ン トがあ げられ

る 。 1 つ は養成 校の カ リキ ュ ラム の 問 題 で ある。現段

階で 実際に 行われ て いる専門科 目 の 内容 に、ジェ ンダ

ー
視点が導入 されたもの は少ない だろ う 。 しか し保育

に 関する 学習を行 っ て い る 学生 の 多くが、性役割分業

観に 縛ら れ て い るケースが多い とい っ た こ とも事実

で あ る。また この こ とは養成教員自身の ジェ ンダ
ー
観

も含めた問題として考えなければならないだろう．2
つ めに は、現職教員の ジ ェ ン ダー観 と保育との 関連 に

つ い て の 問 題 で ある。先行研 究に よ れば保育者の 無意

識 的 な ジェ ン ダ
ー・バ イ ア スに 基 づ く保 育行 為の 存在、

またそれらを含め 保育環境 に 潜在化するジ ェ ン ダー

な ど が 明 ら か に され つ つ あ る。しか し一般 的 に 既 に 子

ども の 保 育 に 関わ っ て い る 保 育者 が、自身の ジェ ン ダ

ーバ ラ ン ス を確認する機会 は 少な い だ ろ う。 そ こ で 保

育者の ジ ェ ン ダ ーに対 する 理念 と実 践 の 間 に存 在 す

る溝につ いて いかに自覚化するか が重要だろう。

子どもの育ちと保育者の 問題性
一ジェ ン ダ

ー・バイ アス ・チ ェ ッ クシー
ト作成の 試み

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　 内海崎 貴子

　 1 噛

　子どもが育つ と い うのほ、 广社会の 中で自分らしく

隼きて い け る ように葎る ζい う こ と」 である。その た

め には、個々あ子 どもが持つ 多様な カ を 発 揮で きる こ

と、一人ひ とりの違 い を認め る こ と／認 め られ る こ とが

重要で ある。　　
1

　 しか し、保 育者 に 「男 の 子 は 男 ら しく 」、 「女 の 子

は 女ら しく」 とい うジ ェ ン ダー・バ イ ア ス が存 在 す る

と、個々 の 子 ども が 持 っ て い る 「そ の 子 ら しさ／ 自分

ら しさ 」 がみ え に くく な る 。　rOO ら しさ」 と い う ジ

ェ ン ダー・バ イ ア ス は子 ど もの 個 性 の 伸張 を 疎外 し 、

「子 どもの育ぢ」 を危うくする可 能性がある。

　 保育者が自分の イメー
ジする子ども像にとらわれて

いると、 そこから逸脱する子／イメ
ー

ジと異なる子を

お か しい と思 っ て しま う 。 援助 者で ある保育者の ジ ェ

ンダー・バ イ ア ス に基づい た言動が 、 子 ど もの 自分 ら

しさの 発見、自尊心 の形成を阻む危険性もある ので あ

る。

　報告者は2001年度から保育士
・
．幼稚園教諭の研修．

に お い て、・ジェ ンダー
の 視 点に 基づく 研 修会 に関 わ っ

ている。大学の あるA 市の 保 育士研修で は4年間にわた

っ て、保育に お ける ジ ェ ンダー問題を取 り上 げて い る。

A 市の 場合、勤務する 保育士 全 員が 「保育と ジ ェ ン ダ

ー
」 に 関 す る研 修 を 受 け る の で あ る。従 っ て、研修 終

了 後、参加 者 は 「保 育に おけ る ジ ェ ン ダー問 題 」 を知

識と して理解 して い ると思われる。

　しか しなが ら、昨年の 研修会参加者の報告によると、

実際の 保育の 現場で は、保育者の ジェ ン ダー・バイアス

の 基づいた保育が依然と して 行われ て い る とい う。研

修を受けたにもかかわらず、保育者は現実の 保育場面

で は、自身の 保育に潜むジェ ンダー・バイ ア スに気づか

ない こ とが多い と い うの である。研修で 理解されたと

思わ れ る ジェ ンダー
の 視点が 、 現実 の 保育に生か さ れ

て い ない の で はな いだ ろ うか。

　 こ の よ う な問題意識か ら報告者は、保 育者が保 育の

現場で 使用 で きる ジ ェ ンダー・バ イ ア ス・
チ ェ ッ ク ・り

ス トの 作成 を試み る こ とに した。今 回 は、そ の 作 成の

プロ セ ス とそ こ で 浮上 し て きた 問 題点 を中 心 に 報 告す

る 。
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